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令和7 年度 第13 期 通常総会を開催
　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
令
和
７
年
度
第
13
期
通
常
総
会
が
５
月
15
日
（
金
）

グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
軽
井
沢
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
者
を
含
め
30
余
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
貝
澤
理
事
長
は
、
出
席
者
・
来
賓
者
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
資
材
価
格
の
高
騰
や

水
道
管
の
老
朽
化
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
東
京
都
水
道
局
へ
の
単
価
見
直
し
や
耐
震

化
工
事
の
前
倒
し
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
さ
ら
な
る
発
展
と
組
合
員
へ
の
利
益
還
元
に
努

め
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

第13期通常総会

貝澤理事長

司会の森氏

　

総
会
は
、
西
部
支
所
の
ノ
ザ

ワ
工
業
株
式
会
社
・
森
敦
彦
氏

が
司
会
を
務
め
、
総
会
の
出
席

状
況
を
報
告
し
た
。

　

本
総
会
議
決
権
総
数
65
者
の

う
ち
、
本
人
出
席
・
代
理
出
席

23
者
、
書
面
参
加
30
者
の
合

計
53
者
で
あ
り
、
過
半
数
が
出

席
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

総
会
の
成
立
を
報
告
し
た
。

（
貝
澤
理
事
長
の
挨
拶
）

　

今
起
き
て
い
る
中
東
情
勢

は
、
我
々
の
仕
事
に
お
い
て
も

決
し
て
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
石
油
由
来
の
原
材
料
「
ナ

フ
サ
」
が
供
給
不
足
の
た
め
、

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
や
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
品
の
価
格
の
上
昇
や

品
不
足
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

我
々
と
し
て
は
、
一
日
で
も
早

い
終
結
と
事
態
の
正
常
化
を
望

む
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
都

水
道
局
に
は
、
そ
の
件
で
単
価

の
見
直
し
と
工
事
を
止
め
る
こ

と
の
な
い
よ
う
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で

水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
漏

水
・
道
路
陥
没
の
ニ
ュ
ー
ス
を

よ
く
目
に
し
ま
す
。
全
国
で
水

道
管
の
老
朽
化
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
東
京
都
に
お
い
て
も

早
急
に
解
決
す
べ
き
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
50
年
・
１
０
０

年
に
１
回
と
い
う
大
き
な
災
害

が
毎
年
の
よ
う
に
あ
り
、
先
月

20
日
と
27
日
に
は
北
海
道
・

三
陸
沖
で
震
度
５
強
の
地
震
が

起
き
、
東
京
も
い
つ
首
都
直
下

型
の
大
震
災
が
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
の
仕
事
・
使
命
は
、
減

災
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平

時
に
は
、
大
き
な
地
震
か
ら
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
の

被
害
を
最
小
に
抑
え
る
た
め

に
、
そ
し
て
震
災
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
際
に
は
、
一
日
で
も

早
く
復
旧
さ
せ
、
安
心
・
安
全

な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
水
道
局
に
は
耐

震
化
に
伴
う
工
事
の
前
倒
し
発

注
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
有
事
の
際
に
は
、
日
頃

皆
様
が
培
っ
て
き
た
技
術
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
水
道
の
一
日
で
も

早
い
復
旧
を
や
り
遂
げ
ま
し
ょ

う
。

　

現
在
、
当
組
合
は
東
京
都
区

部
で
単
価
契
約
を
し
て
い
る
団

体
の
中
で
最
大
数
を
抱
え
る
組

織
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

東
京
都
水
道
局
に
対
し
て
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も

良
い
条
件
で
契
約
で
き
、
皆
様

の
利
益
に
つ
な
が
れ
ば
と
執
行

部
一
同
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

当
組
合
は
、
組
合
員
の
皆
様

の
手
数
料
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま

（
ご
祝
辞
を
代
読
）

東
京
都
水
道
局
　
水
道
局
長

山
口
　
真
様

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
東
京
の
水

道
管
路
整
備
を
は
じ
め
、
緊
急

時
に
お
け
る
事
故
対
応
な
ど
、

多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
長
期
不
使
用
給
水
管
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

様
の
お
力
添
え
に
よ
り
着
実
に

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

無
事
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
水
道
局
で
は
、
本
年

３
月
に
「
東
京
水
道
経
営
プ
ラ

ン
２
０
２
６
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、「
東
京
水
道
施
設
整

備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
改
定

い
た
し
ま
し
た
。
新
た
な
プ
ラ

ン
で
は
、
引
き
続
き
災
害
に
強

い
強
靱
な
水
道
の
構
築
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
私
道
内
給
水
管
整
備
で
は
、

既
設
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
給
水

管
を
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
へ
取
り

替
え
ら
れ
る
よ
う
、
施
工
要
件

を
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
で
災
害
が
発
生

し
断
水
被
害
が
生
じ
た
際
に

は
、
迅
速
な
復
旧
対
応
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
皆
様
方
と
緊
密
に
連
携

し
、
協
力
体
制
を
整
え
て
お
く

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

引
き
続
き
平
時
か
ら
連
携
を
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
物
価
高
騰

や
労
働
力
人
口
の
減
少
、
働
き

方
改
革
の
進
展
に
加
え
、
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
な
ど
、
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

も
、
都
民
の
皆
様
に
安
全
で
お

い
し
い
高
品
質
な
水
を
安
定
的

に
供
給
し
続
け
る
こ
と
が
、
水

道
事
業
に
携
わ
る
者
の
使
命
で

す
。
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
も
、
今
後
と
も
組
合

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
協
同
組
合
東
京
都

水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

（
ご
祝
電
）

　

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
様
よ
り
、
ご
祝
電
を
い
た

だ
い
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

（
議
長
の
選
任
）

　

本
総
会
の
議
長
に
は
、
南
部

第
一
支
所
、
今
井
設
備
管
工
株

式
会
社
、
今
井
広
海
代
表
取
締

役
が
選
任
さ
れ
た
。

（
議
事
）

第
１
号
議
案 

第
13
期
事
業
報

告
・
決
算
の
承
認

　

令
和
７
年
度
の
（
１
）
活
動

報
告
、（
２
）
組
合
員
増
減
状

況
、（
３
）
単
価
契
約
関
係
―

―
を
岩
澤
理
事
長
代
理
が
報
告

し
た
。
組
合
員
の
増
減
状
況
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
２
社
減
、

３
社
増
の
66
社
と
な
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
年
会
費
組
合
員
か

ら
代
理
受
領
へ
の
変
更
が
１
社

あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
請

負
単
価
契
約
別
組
合
員
契
約
状

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
手

数
料
以
上
の
利
益
を
還
元
で
き

る
よ
う
、
執
行
部
一
同
、
日
々

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
当
組
合
は
東
京
都

水
道
局
・
東
京
水
道
株
式
会
社

と
毎
年
意
見
交
換
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
、
直
接
聞
き
た
い
こ
と
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
以
上
、

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

我
々
の
仕
事・使
命
は
減
災

積
極
的
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
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況
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度

は
「
水
道
緊
急
工
事
（
漏
水

修
理
工
事
）」
15
社
、「
給
水

管
整
備
及
び
取
り
出
し
工
事
」

30
社
、「
小
中
口
径
メ
ー
タ
引

換
工
事
等
」
24
社
、「
水
道
施

設
維
持
補
修
工
事
」
10
社
、「
配

水
管
小
規
模
整
備
工
事
」
８

社
、「
配
水
本
管
小
規
模
整
備

工
事
」
４
社
と
な
っ
た
。

　
（
４
）
総
務
・
厚
生
委
員
関

係
を
尾
畑
副
理
事
長
が
報
告

し
、
①
防
災
訓
練
、
②
賀
詞
交

歓
会
、
③
東
京
都
水
道
局
と
の

意
見
交
換
会
、
④
東
京
水
道

（
株
）
と
の
意
見
交
換
会

―

に
つ
い
て
を
説
明
し
た
。

　
（
５
）
技
術
委
員
関
係
を
、

髙
橋
副
理
事
長
が
、
例
年
通
り

当
組
合
の
議
連
を
通
し
て
、
東

京
都
水
道
局
や
小
池
百
合
子
東

京
都
知
事
へ
提
出
し
た
令
和
８

年
度
予
算
要
望
に
つ
い
て
要
点

を
報
告
し
た
。

　
（
６
）
事
務
局
の
報
告
事
項

と
し
て
、
横
山
氏
が
、
①
請
負

工
事
代
金
及
び
事
務
委
託
手
数

料
状
況
②
株
式
会
社
キ
ッ
ツ
製

メ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の
改
良
工
事

手
数
料
状
況
③
請
負
工
事
代
金

立
替
払
利
用
状
況
④
第
三
者
賠

償
責
任
保
険
適
用
報
告
⑤
賠
償

責
任
保
険
証
券
に
つ
い
て
を
報

告
し
た
。

　
（
７
）
令
和
７
年
度
会
計
決

算
報
告
を
杉
本
副
理
事
長
が
報

告
し
た
。
令
和
６
年
度
の
収
入

合
計
は
５
３
、２
４
６
、０
０
２

円
で
、
支
出
合
計
は
５
２
、７

６
６
、１
２
０
円
と
な
り
、
当

期
利
益
額
は
４
７
９
、８
８
２

円
と
な
っ
た
。
純
利
益
を
算
入

し
た
結
果
、
次
期
繰
り
越
し
金

額
は
１
、１
９
０
、５
５
０
円
と

な
っ
た
。

　
（
８
）
会
計
監
査
を
山
﨑
監

事
が
報
告
し
た
。

　

監
査
の
結
果
は
、
①
財
産
目

録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計

算
書
は
、
協
同
組
合
の
財
産
及

び
損
益
の
状
況
を
正
し
く
示
し

て
い
る
②
剰
余
金
処
分
案
（
損

失
処
理
案
）
は
法
令
若
し
く
は

定
款
に
適
合
し
て
い
る
も
の

―
と
認
め
ら
れ
た
。

　

以
上
、
第
１
号
議
案
の
説
明

が
終
了
。
質
疑
・
応
答
が
行
わ

れ
た
後
、
挙
手
に
て
採
決
が
行

わ
れ
た
。
結
果
、
過
半
数
を

超
え
る
賛
成
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
第
１
号
議
案
を
可
決
し

た
。

　

第
２
号
議
案 

第
14
期
事
業
計

画
・
予
算
の
承
認

　

令
和
８
年
度
の
（
１
）
事
業

計
画
案
、（
２
）
事
業
計
画
を

尾
畑
副
理
事
長
が
報
告
し
た
。

　

執
行
部
案
、
各
委
員
会
に
お

け
る
事
業
計
画
に
は
格
別
の
変

更
は
な
く
、
従
来
の
計
画
を
踏

襲
し
、
東
京
都
水
道
局
並
び
に

東
京
水
道
（
株
）
と
の
関
係
を

強
固
に
す
る
と
し
、
執
行
部
、

総
務
厚
生
委
員
会
、
技
術
委
員

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
説
明

し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

（
株
）
キ
ッ
ツ
製
メ
ー
タ
ユ

ニ
ッ
ト
の
改
良
工
事
に
つ
い

て
、
第
14
期
に
お
い
て
も
引

き
続
き
契
約
を
履
行
し
て
い

く
。
ま
た
、
併
せ
て
新
た
な
協

力
会
社
を
募
集
す
る
。
こ
の
改

良
工
事
に
よ
り
小
中
口
径
メ
ー

タ
引
換
工
事
等
請
負
単
価
契
約

を
契
約
し
て
い
る
組
合
員
は
も

と
よ
り
、
同
契
約
を
契
約
し
て

い
な
い
組
合
員
に
お
い
て
も
先

行
改
良
工
事
が
施
工
可
能
と
な

り
、
組
合
員
の
収
入
の
一
助
と

な
る
よ
う
事
業
化
す
る
。
な

お
、
令
和
７
年
度
の
施
工
件
数

は
２
５
６
件
と
し
た
。

　
（
３
）
令
和
７
年
度
収
支
予

算
案
を
杉
本
副
理
事
長
が
、
収

入
の
部
お
よ
び
支
出
の
部
の
各

項
目
と
そ
の
金
額
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

第
３
号
議
案
　
定
款 

・ 

組
合 

規

約
変
更
の
件

　
（
１
）
定
款
変
更
お
よ
び

（
２
）
組
合
規
約
変
更
を
髙
橋

副
理
事
長
が
報
告
し
た
。
定

款
・
組
合
規
約
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
変
更
条
文
新
旧
対
照
表

を
示
し
な
が
ら
報
告
し
た
。

第
４
号
議
案
　
総
会
議
決
文
書

中
監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る
字

句
の
訂
正
を
理
事
長
に
一
任
す

る
案
の
件

　

尾
畑
副
理
事
長
よ
り
、
第
４

号
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
第

13
期
通
常
総
会
議
決
文
書
中
、

監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る
字
句

の
訂
正
を
理
事
長
に
一
任
し
、

理
事
会
に
て
承
認
後
提
出
す
る

―
と
し
た
。

《
第
２
号
～
第
４
号
議
案
の
決

議
》

　

以
上
、
第
２
号
～
第
４
号
議

案
の
説
明
が
終
了
。
質
疑
・
応

答
が
行
わ
れ
た
後
、
挙
手
に
て

採
決
が
行
わ
れ
た
。
結
果
、
過

半
数
を
超
え
る
賛
成
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
第
２
号
～
第
４
号

議
案
を
可
決
し
た
。

そ
の
他

　

続
い
て
、（
１
）
水
道
局
か

ら
の
連
絡
事
項
（
２
）
第
13

期
理
事
会
並
び
に
委
員
会　

開

催
及
び
決
議
内
容
報
告
（
３
）

新
規
加
入
会
員
の
紹
介
（
４
）

政
治
団
体
結
成
の
報
告
（
５
）

顧
問
交
代
の
報
告

―
が
三
浦

総
務
厚
生
委
員
長
よ
り
報
告
さ

れ
た
。

（
新
規
加
入
組
合
員
〈
年
会
費

組
合
員
３
社
〉）

　

▽
株
式
会
社
光
匠
（
調
布

市
）
▽
萩
原
建
設
工
業
有
限
会

社
（
江
戸
川
区
）
▽
株
式
会
社

町
田
工
業
（
町
田
市
）

（
政
治
団
体
結
成
の
報
告
）

　

本
年
４
月
１
日
付
で
「
日
本

水
道
工
事
事
業
者
協
議
会
」
の

結
成
を
東
京
都
選
挙
管
理
委
員

会
に
届
け
出
た
。

（
顧
問
交
代
の
報
告
）

　

吉
倉
正
美
顧
問
の
ご
逝
去
に

伴
い
、
谷
村
孝
彦
相
談
役
を
新

た
に
顧
問
に
推
挙
し
、
本
年
３

月
に
お
け
る
理
事
会
に
お
い
て

全
会
一
致
で
議
決
し
た
。

　

最
後
に
岩
澤
理
事
長
代
理
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
総
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

今井議長により進行した総会

今井議長岩澤理事長代理の閉会の挨拶 谷村顧問



（ 　 ） 連 絡 会 ニ ュ ー ス

た
。

　

続
い
て
来
賓
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
都
議
会
公
明
党
上
下
水
道

整
備
促
進
議
員
連
盟
よ
り
細
田

勇
幹
事
、
東
京
水
道
株
式
会
社
・

野
田
数
代
表
取
締
役
社
長
、
元

都
議
会
副
議
長
で
当
組
合
顧
問

の
谷
村
孝
彦
氏
、
国
分
寺
南
法

律
事
務
所
・
谷
村
孝
一
氏
、
三

多
摩
管
工
事
協
同
組
合
よ
り
佐

藤
明
生
氏
、
東
京
都
ス
テ
ン
レ

ス
埋
設
配
管
協
議
会
・
永
井
泰

嗣
会
長
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
都
議
会

公
明
党
上
下
水
道
整
備
促
進
議

員
連
盟
の
細
田
勇
幹
事
が
祝
辞

を
述
べ
、
建
設
労
働
者
を
取
り

巻
く
イ
ン
フ
レ
や
物
価
上
昇
に

対
す
る
政
治
的
支
援
を
強
調
し

た
。
具
体
的
に
は
、
熱
中
症
予

防
支
援
や
、
小
池
知
事
へ
の
イ

ン
フ
レ
対
策
の
直
接
要
請
な
ど

の
施
策
に
触
れ
た
。

　

ま
た
、
東
京
水
道
株
式
会
社

の
野
田
社
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

長
年
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
て
き

た
連
絡
会
と
の
強
い
関
係
を
強

調
。
両
組
織
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
維
持
・
強
化
し
、
協

力
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

そ
の
後
、
連
絡
会
の
谷
村

顧
問
が
乾
杯
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
故
吉
倉
顧
問
の
思
い
出
と

今
後
、
新
顧
問
と
し
て
連
絡
会

に
尽
力
し
て
い
く
決
意
を
述
べ

た
。

　

懇
親
会
の
中
締
め
で
は
、
尾

畑
副
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

閉
会
の
宣
言
を
行
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
組
合

員
、
来
賓
、
関
係
団
体
、
協
賛

社
な
ど
、
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
た
。
懇
親
会
は
、
東
部

第
二
支
所
の
株
式
会
社
渋
沢
建

設
工
業
・
菅
野
亮
太
氏
が
司
会
・

進
行
役
を
務
め
た
。

　

冒
頭
、
貝
澤
理
事
長
が
挨
拶

で
、
総
会
の
成
功
に
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
中
東
情
勢
の

緊
迫
や
工
事
量
の
減
少
と
い
っ

た
厳
し
い
環
境
下
で
、
会
員
の

仕
事
を
守
り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
拡
大
す
る
協
会
の
使
命

を
強
調
し
た
。
ま
た
、
変
化
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
は
会
員
の

団
結
が
不
可
欠
で
あ
り
、
利
益

率
向
上
の
た
め
の
意
見
交
換
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

谷村顧問による乾杯
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団
結
し
変
化
を
乗
り
越
え
る

懇
親
会
が
盛
大
に
開
催

司会の菅野氏 尾畑副理事長による中締め 谷村顧問 野田社長 細田議員 貝澤理事長
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総合土木建設機械

総合土木建設機械総合土木建設機械

総合土木建設機械レンタル・

レンタル・レンタル・

レンタル・販売

販売販売

販売・

・・

・修理

修理修理

修理

特定自主検査業者登録番号

特定自主検査業者登録番号特定自主検査業者登録番号

特定自主検査業者登録番号 労

労労

労470

http://www.sampei-j.co.jp

私

私私

私たちは

たちはたちは

たちは、建設機械

、建設機械、建設機械

、建設機械・

・・

・器具

器具器具

器具のレンタル・

のレンタル・のレンタル・

のレンタル・販売

販売販売

販売・�ー%スを

・�ー%スを・�ー%スを

・�ー%スを通

通通

通して

してして

して、

、、

、

お

おお

お客様

客様客様

客様ニーズの

ニーズのニーズの

ニーズの対応、

対応、対応、

対応、タイムリーな

タイムリーなタイムリーな

タイムリーな供給及

供給及供給及

供給及びアシストを

びアシストをびアシストを

びアシストを含

含含

含むお

むおむお

むお客様B�4-

客様B�4-客様B�4-

客様B�4-に

にに

に常

常常

常に

にに

に取

取取

取り

りり

り組

組組

組んでいます

んでいますんでいます

んでいます。

。。

。

地域社会地域社会地域社会地域社会とととと共共共共にににに、、、、

お

おお

お客様

客様客様

客様のお

のおのお

のお手持

手持手持

手持ちの

ちのちの

ちの機械

機械機械

機械の

のの

の修理

修理修理

修理お��

お��お��

お��特自検

特自検特自検

特自検など

などなど

など受

受受

受け

けけ

け賜

賜賜

賜っております

っておりますっております

っております。

。。

。
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◇◇管管路路のの維維持持管管理理

◇◇管管路路設設計計・・施施工工・・管管理理
▶▶管管内内カカメメララ・・洗洗管管

▶▶経経年年管管のの調調査査・・診診断断

▶▶弁弁類類のの補補修修・・点点検検

▶▶ドドロローーンン調調査査

◇◇資資機機材材ののリリーースス・・販販売売


